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地質55・植物40 トカラの歩き方（1）   地質担当 若松 斉昭，植物担当 久保 紘史郎 

３月19日（土）から始まる企画展「トカラ

の歩き方」では，トカラ列島の自然や文化に

焦点を当て，標本や写真を展示してトカラの

魅力を紹介します。 

トカラ列島の成り立ち 

吐噶喇（トカラ）列島は，屋久島と奄美大

島の間に連なる，有人島７島と無人島５島か

らなる列島で，鹿児島県十島（としま）村に

属しています。すべての島は火山がもとに

なって作られており，各島には温泉が湧き出

ています。また，口之島・中之島・諏訪之瀬

島は活火山であり，特に近年は，諏訪之瀬島

の御岳火口が活発に噴火しています。 

では，どうして火山の島がこのように列を

作るのでしょう。それには地球の表面をおお

うプレートが関係しています。地球の表面は，

十数枚のプレートと呼ばれる厚さ100kmほど

の岩盤が組み合わさってできています。海溝

（トラフ）と呼ばれる場所では，海のプレー

トが地下に沈み込み，深さ100km付近で岩石が

溶けて マグマ が

生じます。そのた

め，海溝からほぼ

同じ距 離でマ グ

マが噴出して，ト

カラ列 島のよ う

に海溝 に平行 な

火山の 列を作 り

ます。この火山の

列を火山前線（火

山フロント）と呼びます。 

ユーラシアプ

レートに，東から

フィリピン海プ

レートが地下に

沈み込むことに

より，トカラ列島

の下でマグマが

作られて火山を

作りました。この

火山の列を北に

たどると，口永良

部島・薩摩硫黄島・開聞岳・桜島・霧島へと

つながります。鹿児島の火山はこの火山前線

に沿って分布しているのです。 

悲劇の花「タモトユリ」 

 口之島だけに自生するユリ科のタモトユリ

は，白く美しい花が真上を向いて咲く珍しい

ユリです。他のユリには無い特徴を持つこと

から，カサブランカに代表される園芸品種作

出のための交配親として高い人気がありまし

た。 

 トカラ列島は戦後アメリカの統治下となっ

ていましたが，1952年に日本に復帰し，その

ころから多くの園芸業者がタモトユリを求め

て，口之島に入るようになりました。当時の

島民の月収が6,000円程度のころ，園芸業者

が1個1,000円ほどでタモトユリの球根を買い

取りました。島民は断崖絶壁に生えるタモト

ユリを，ロープを伝って採取し，業者に買い

取ってもらったほどでした。このような徹底

的な採集が続いたため，1980年代には島内に

自生する個体はほとんど見られなくなってし

まいました。1996年～2000年に掛けて，十島

村が鹿児島県山岳連盟の協力で島内の断崖絶

壁をくまなく調査しましたが，発見できた個

体はわずか６個体だけでした。 

 現在，栽培されていた個体を自然状態に戻

す試みが続けら

れています。い

つの日か，以前

のように，島中

に咲き誇るタモ

トユリが見られ

るようになるこ

とを期待してい

ます。 

タモトユリ  ピンクカサブランカ 

かつてタモトユリが自生

していた断崖  

火山前線のでき方  

活火山の連なり 


